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養
父
市
は
兵
庫
県
の
北
部
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
歴
史
は
古
く
、

文
化
財
、
観
光
名
所
（
高
原
・
滝
な
ど
）

も
多
く
、
以
前
は
製
糸
業
が
栄
え
、
今

は
但
馬
牛
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

瀬
戸
内
海
と
山
陰
地
域
を
結
ぶ
道
路

と
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
が
走
り
、
京
阪
神

と
の
利
便
性
が
高
い
地
域
で
す
。

　

平
成
16
年
に
４
町
が
合
併
し
、
養
父

市
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
時
点
の
人
口

は
２
万
１
２
０
０
人
ほ
ど
で
、
高
齢
化

率
は
40
％
。
内
閣
府
の
特
区
事
務
局
が

市
役
所
内
に
あ
り
ま
す
。

　
「
と
っ
た
行
動
」

　

養
父
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
、

高
齢
化
、
離
農
に
よ
る
農
業
の
担
い
手

不
足
に
よ
り
、
地
域
の
独
自
性
、
特
徴

で
あ
る
農
地
（
農
業
・
農
村
）
が
守
れ

な
く
な
り
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で

き
る
の
か
、
養
父
市
自
ら
施
策
を
考
え

行
う
べ
き
と
「
特
区
制
度
」
に
注
目
。

　

平
成
26
年
「
中
山
間
農
業
改
革
特
区
」

と
し
て
国
家
戦
略
特
区
の
区
域
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
農
業
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
改
革
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

①
農
業
委
員
会
と
市
と
の
事
務
分
担

　

�（
農
地
法
に
よ
る
権
利
移
転
な
ど
手
続

き
の
迅
速
化
）

②
企
業
に
よ
る
農
地
取
得
の
特
例

　
（
企
業
の
農
業
参
入
を
促
進
）

③�

農
用
地
区
内
に
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

「
村
ん
中
」
を
設
置
可
と
し
た
。

④�

過
疎
地
域
で
の
自
家
用
自
動
車
の

活
動
拡
大
（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

事
業
「
や
ぶ
く
る
」
の
名
で
観
光
客

も
利
用
し
て
い
る
。）

等
10
項
目
の
提
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

養
父
市
に
は
、
以
前
よ
り
多
種
な
企

業
、
会
社
、
工
場
が
存
在
し
、
商
工
業

と
農
業
を
兼
業
し
て
い
る
市
民
が
多
く
、

異
業
種
で
あ
り
な
が
ら
協
力
的
な
こ
と

が
発
展
の
基
礎
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

市
長
を
先
頭
に
、
職
員
の
仕
事
へ
の

取
組
み
、
発
想
力
の
高
さ
と
熱
量
を

感
じ
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
を
皆
で
元
気

に
し
て
い
ま
す
。

特
区
制
度
を
活
用
し

　
　
　
　

活
躍
す
る
２
社
を
視
察

◆
株
式
会
社Am

nak

（
ア
ム
ナ
ッ
ク
）

（
本
社
・
山
陽Am

nak

。
マ
ン
シ
ョ
ン
、

ビ
ル
の
内
外
装
の
工
事
会
社
）
平
成
27

年
10
月
設
立
。

　

15
年
前
に
人
口
減
少
の
中
、
本
業

以
外
の
仕
事
を
探
し
、
キ
ノ
コ
栽
培

を
し
よ
う
と
松
本
市
を
訪
ね
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

市
が
国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
、

農
業
し
や
す
い
制
度
、
環
境
が
整
っ
て
い

る
地
域
の
特
性
か
ら
米
作
り
に
取
り

組
み
、
平
成
28
年
、
３
町
歩
（
３
ha
＝

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
酒
米
「
山
田
錦
」
を
栽
培
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
よ
り
、
作

業
の
省
力
化
、
圃
場
管
理
情
報
の
効
率

化
を
進
め
、
酒
米
栽
培
を
通
じ
、
営
農

効
率
の
悪
い
中
山
間
地
を
運
営
す
る

モ
デ
ル
と
言
え
ま
す
。
加
工
品
と
し
て

日
本
酒
、
餅
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
ナ
カ
バ
ヤ
シ
株
式
会
社
兵
庫
工
場

　

あ
の
「
ナ
カ
バ
ヤ
シ
ふ
え
る
ア
ル
バ

ム
」
の
会
社
で
、
兵
庫
工
場
は
雑
誌
の

合
冊
製
本
、
書
籍
・
古
文
書
修
復
の

製
本
事
業
の
専
門
工
場
で
す
。

　

仕
事
の
性
質
上
、
４
月
～
６
月
、
10
月

～
12
月
に
閑
散
期
と
な
り
、
社
員
雇
用

維
持
の
た
め
、
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
に
取
り

組
み
、
見
事
、
仕
事
の
二
刀
流
を
実
現
。

平
成
29
年
は
０
・
７
ha
、
今
は
３
ha
ほ
ど
。

特
区
事
業
の
た
め
０
・
３
ha
は
農
地
を

購
入
、
他
は
借
地
。
中
山
間
の
遊
休
農

地
の
活
用
、
農
家
と
連
携
し
栽
培
し
た

ニ
ン
ニ
ク
を
買
入
れ
、
製
品
に
す
る
工
場

の
設
備
を
共
用
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
組

み
と
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
ン
ニ
ク
入
り
の
菓
子
等
を
商
品
化

し
、
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

【
国
家
戦
略
特
区
の
兵
庫
県

　
　
　
養や

父ぶ

市し

を
視
察
し
て
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
達
夫

　

７
月
３
日
～
５
日
、
兵
庫
県
養や

父ぶ

市し

、
岡
山
県
奈な

ぎ
ち
ょ
う

義
町
・
西に

し
あ
わ
く
ら
そ
ん

粟
倉
村
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

関
達
夫
議
員
・
湯
本
直
木
議
員
の
報

告
書
を
抜
粋
・
編
集
し
、掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
報
告
書
は
、
議
会
事
務
局

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

議
会
国
内
視
察
研
修

議
会
国
内
視
察
研
修

養父市役所前にて養父市役所前にて
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◆
ど
こ
に
あ
る
の

　

西
粟
倉
村
は
岡
山
県
の
北
東
部
で

兵
庫
県
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
１
４
７
２
人
、
木
島
平
村
の

３
分
の
１
程
度
で
す
。面
積
は
57
・
97
㎢

で
木
島
平
村
の
３
分
の
２
程
度
で
す
。

◆
何
を
し
た
の

　

近
年
移
住
者
が
１
０
０
人
以
上
、起
業

し
た
会
社
が
13
社
、
売
上
は
総
額
８
億

円
増
、
雇
用
は
１
２
０
名
増
え
て
い
る

と
い
う
、
全
国
で
も
指
折
り
の
活
性
化

し
て
い
る
自
治
体
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
き
っ
か
け
は

　

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
に
周
辺

自
治
体
と
の
合
併
せ
ず
、
自
主
自
立
の

決
意
を
し
ま
し
た
。

　

事
の
始
ま
り
は
、
平
成
20
年
（
２
０

０
８
年
）
に
前
村
長
の
道み

ち

上う
え

正ま
さ

寿と
し

氏
が
、

50
年
か
け
て
村
を
作
り
直
そ
う
と
「
百

年
の
森も

林り

構
想
」を
旗
揚
げ
し
て
、林
業

の
６
次
化
を
目
指
し
た
こ
と
で
す
。

と
い
う
の
も
、
西
粟
倉
村
は
面
積
の

９
割
が
森
林
で
、
村
の
有
効
な
資
源
の

活
用
を
考
え
た
か
ら
で
す
。

◆
出
会
い

　

こ
こ
に
キ
ー
マ
ン
が
出
現
し
ま
し
た
。

㈱
ア
ミ
タ
の
熊
野
英
介
氏
で
す
。
同
氏

は
、「
第
一
次
産
業
が
元
気
に
な
れ
ば

中
山
間
地
域
は
活
性
化
す
る
」「
大
量

生
産
大
量
消
費
の
時
代
は
い
ず
れ
終
わ

る
」「
関
係
性
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
事

に
し
た
産
業
の
創
出
」
を
掲
げ
、
前
村

長
の
道
上
氏
と
共
に
「
百
年
の
森
林
構

想
」
を
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

◆
ポ
イ
ン
ト
は

　
「
百
年
の
森
林
構
想
」
の
ポ
イ
ン
ト

は
50
年
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

・�

百
年
の
森
林
に
囲
ま
れ
た
上
質
な

田
舎
づ
く
り

・�
衰
退
し
て
い
く
一
次
産
業
に
フ
ォ
ー

カ
ス

・
自
治
体
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

�　

自
治
体
は
森
林
施
業
（
補
助
事
業
）

を
活
発
化
さ
せ
、
民
間
（
西
粟
倉
森

の
学
校
）
は
林
業
の
６
次
化
・
付
加

価
値
の
創
出
を
目
指
し
て
事
業
の
展

開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
。

◆
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

　

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｌ
Ｖ
）
※

事
業
の
展
開
を
し
ま
し
た
。

　

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
増
殖
さ
せ

る
た
め
に
「
１
０
０
億
円
の
企
業
誘
致

よ
り
１
億
円
×
１
０
０
社
の
誘
致
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
仕
事
・
雇
用
の
創
出

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平

成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
に
始
ま
っ
た

Ｌ
Ｖ
の
増
殖
は
、
こ
れ
ま
で
の
18
年
間

に
62
も
の
事
業
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
は

　

今
ま
で
に
、
起
業
型
で
は
５
人
、
行

政
連
携
型
で
は
12
人
、
企
業
研
修
型
で

は
35
人
が
起
業
し
て
い
ま
す
。

◆
村
の
対
応
は

　

前
出
の
㈱
ア
ミ
タ
の
熊
野
英
介
氏
の

関
連
企
業
が
、
前
村
長
の
信
念
を
持
っ

た
熱
い
思
い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
起

業
す
る
協
力
隊
を
支
援
し
て
い
く
仕
組

み
を
つ
く
り
ま
し
た
。
起
業
時
の
補
助

金
の
支
出
は
村
か
ら
は
な
く
、
協
力
隊

制
度
で
適
用
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
は
ど
う
な
る
の

　

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
を
発
展

さ
せ
た
次
の
事
業
「
Ｔ

た

き

び

Ａ
Ｋ
Ⅰ
Ｂ
Ⅰ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て

①
観
光
の
活
性
化　

②
高
齢
者
の
生
涯
現
役

③
電
力
会
社
の
設
立

④
在
宅
医
療
企
業
の
招し

ょ
う
へ
い聘

⑤�
生
物
多
様
性

　
「
村
に
生
息
す
る
生
物
の
多
様
性
戦
略
」

　

の
先
進
モ
デ
ル
地
域
へ

⑥�

住
宅
不
足
の
解
消
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏

ま
え
た
未
来
都
市
計
画

な
ど
、
今
ま
で
に
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
展
開
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
村
と

起
業
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
わ
き

ま
え
、
立
ち
位
置
が
し
っ
か
り
し
て
い

て
程
よ
い
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
感
じ

ま
し
た
。

◆
と
こ
ろ
で

　

や
は
り
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
首
長

が
自
分
の
政
治
信
念
、
熱
い
思
い
、
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
持
っ

て
行
政
運
営
の
舵
取
り
を
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

 【
岡
山
県
西に

し
あ
わ
く
ら
そ
ん

粟
倉
村
を
視
察
し
て
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

湯
本
直
木

西粟倉村役場にて西粟倉村役場にて

※
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
は
…

　

様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
と
持
続
可
能

な
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
起
業
し
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業


